
項 目 変 更 点
従来通りみとめる経験
●設計・工事管理●建築一式工
事の施工管理●大工工事の施工
管理（造作除く）●建物全体を対
象の設備の施工管理●積算●建
築営繕　など

今後は認めない経験
×設備以外の専門工事の施工管
理×材料・部品の施工管理×行
政×通常の大学院での研究　など

建築設備士
建築設備士を2級建築士と同等に
認定。4年の実務経験で1級建築
士受験可。

学歴要件
旧：建築・土木学科→新：建築科
目をバランスよく

確認申請
一定規模の建築の構造・設備図
面は下記の専門建築士による作
成と証明が必要

管理建築士
実務経験（建築事務所における業
務）要件の付加。講習制度の創
設。

項 目 内 容

建築士の定
期講習

業に携わる建築士に対し、3年ごと
の受講を義務付ける、定期講習制
度の創設。

専門建築士
制度の創設

構造・設備一級建築士制度の創
設。一級建築士取得後、5年の該
当分野設計の実務経験必要。

工事監理業務の適正化

新旧制度で大幅な変更点があるもの

新たに新設される制度

その他の変更点

実務要件

項 目

試験内容の見直し
業務報酬基準の見直し

実
務
要
件
が

大
幅
な
変
更
に

最
大
の
テ
ー
マ
は
実
務

要
件
だ
っ
た
。
今
ま
で
は

「
建
築
に
関
す
る
幅
広
い

業
務
」
が
実
務
要
件

と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
た
が
、
議
論
が
始

ま
っ
た
当
初
、
実
務

要
件
と
し
て
認
め
る

の
は
「
設
計
、
工
事

管
理
」
の
み
と
い
う

案
が
有
力
だ
っ
た
。

そ
う
な
る
と
、
専
門

工
事
業
者
は
も
ち
ろ

ん
、
工
務
店
の
大
工

や
、
ゼ
ネ
コ
ン
の
現
場
監

督
も
一
級
建
築
士
に
は
な

れ
な
い
。
全
建
総
連
は

「
建
築
生
産
分
野
か
ら
建

築
士
が
育
成
さ
れ
な
く
な

る
こ
と
は
、
建
築
の
質
向

上
の
観
点
か
ら
も
問
題
」

と
国
交
省
に
申
し
入
れ
て

き
た
。
建
築
一
式
工
事
や

大
工
工
事
の
施
工
管
理
業

務
を
実
務
要
件
に
認
め
る

形
で
ま
と
ま
っ
た
の
は
、

我
々
の
意
見
が
反
映
さ
れ

た
結
果
と
も
言
え
る
。

専
門
建
築
士
を
創
設
、

法
適
合
証
明
義
務
付
け

構
造
及
び
設
備
設
計
一
級

建
築
士
を
創
設
。
一
定
規

模
以
上
の
建
築
物
の
構
造
・

設
備
設
計
に
関
し
て
は
、

該
当
建
築
士
が
作
成
し
な

け
れ
ば
確
認
申
請
は
受
理

さ
れ
な
い
。
設
計
事
務
所

は
業
務
体
制
の
整
備
、
専

門
建
築
士
の
確
保
を
せ
ま

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大

幅
な
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
も
ま

ぬ
が
れ
な
い
だ
ろ
う
。

二
建
士
へ
の
挑
戦
を

た
た
れ
る
仲
間
も

そ
の
他
の
改
定
事
項
も

含
め
一
覧
に
し
た
。
今
回

の
改
定
は
一
級
建
築
士
が

対
象
だ
が
、
二
級
建
築
士

制
度
に
も
波
及
す
る
可
能

性
は
非
常
に
大
き
い
。
管

理
建
築
士
の
必
要
な
建
築

士
事
務
所
登
録
の
ハ
ー
ド

ル
は
か
な
り
上
が
る
。
事

務
所
登
録
を
考
え
て
い
る

仲
間
は
ぜ
ひ
今
の
内
に
開

設
す
る
べ
き
だ
。
実
務
要

件
が
二
級
ま
で
波
及
す
れ

ば
、
専
門
工
事
業
者
は
二

級
建
築
士
の
道
も
閉
ざ
さ

れ
る
。
改
定
建
築
士
法
は

今
年
の
11
月
に
施
行
予
定

だ
。
４
月
申
請
の
二
級
建

築
士
試
験
が
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
、
希
望
者
の
殺
到
が
予

想
さ
れ
る
。

2008年2月 住まいのネットワーク第28号 住まいのネットワークＨＰは→http://www.sumai-network.jp （1）

住まいのネットワークは規約も会費もないゆ
るやかな組織で、この情報誌を読むことが会員
の資格です。学習・交流を通じ、中小業者の協
同化を目指しています。

1級建築施工管理技術検定
【申込期間】
再受講者のみのインターネット受付

：２／１～１５
書面受付：２／１５～２９
【試験日】学科：6/8 実地：10/19
【問い合わせ・申し込み】
（財）建設業振興基金
TEL０３－５４７３－１５８１

発 行 所：埼玉土建一般労働組合

さいたま市南区鹿手袋6－18－12
電 話 048-863-6293

これは登録された会員の皆さんに送るＦＡＸ情報紙です。心当たりのない方、ご迷惑な方は０４８－８６３－６２９３ までご連絡下さい

耐震診断結果に基づく耐震補強設計のノ
ウハウと施工管理のポイントを学びます。
これまでの耐震セミナーに比べ、より設
計のウェイトを置いた内容になります。
設計士の方には最適の内容です。
【日時】２／１７（日）10:00～17:00
【会場】埼玉建産連会館
【講師】佐久間順三氏（建防協全国講師）
【参加費】無料
【申し込み】裏面の申込書に記入、所属
の支部に申込んでください。

改
定
建
築
士
法
が
昨
年
末
に
よ
う
や
く
固
ま
っ
た
。
全
建

総
連
は
実
務
要
件
を
広
く
認
め
る
よ
う
要
望
、
交
渉
を
重

ね
て
き
た
。
今
回
、
総
連
の
要
求
を
ふ
ま
え
、
一
定
の
実

務
要
件
を
認
め
る
方
向
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
専
門
建
築

士
の
創
設
や
事
務
所
開
設
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
が
る
こ
と
と

な
り
、
我
々
の
仕
事
に
大
き
な
影
響
が
出
そ
う
だ
。

建築士法改定項目一覧



窓 ガ ラ ス サ ッ シ

熱貫流率 熱貫流率
2.33以下 2.33以下

熱貫流率 熱貫流率
2.33超 2.33超
3.49以下 2.70以下
熱貫流率 熱貫流率
3.49超 2.70超
4.65以下 4.00以下
熱貫流率 熱貫流率
4.65超 4.00超

建 材

表

示

区

分

☆☆☆☆

木製、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
製、木（ﾌﾟﾗｽﾁｯ
ｸ）と金属の複
合製

☆☆☆ 金属熱遮断構造

☆☆ 複層用金属製

☆ 単板用金属製

昨
年
の
冬
柴
国
交
大
臣

の
新
春
談
話
は
、
「
投
資

家
に
安
心
し
て
投
資
を
し

て
も
ら
う
た
め
の
情
報
開

示
シ
ス
テ
ム
」
だ
っ
た
。

結
果
、
基
準
法
改
定
の
大

混
乱
で
着
工
戸
数
は
大
幅

減
少
と
な
っ
た
。
政
府
方

針
し
だ
い
で
、
大
き
く
浮

き
沈
み
す
る
建
設
業
界
と

し
て
は
、
注
意
が
必
要
だ
。

冬
柴
大
臣
は
今
年
の
目

標
と
し
て
、
温
暖
化
防
止

に
向
け
た
住
宅
・
建
築
分

野
の
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、

事
業
者
に
よ
る
省
エ
ネ
向

上
の
推
進
や
、
既
存
住
宅

ス
ト
ッ
ク
の
省
エ
ネ
改
修

税
制
を
あ
げ
て
い
る
。
京

都
議
定
書
目
標
達
成
に
向

け
、
住
宅
の
省
エ
ネ
施
策

が
一
気
に
加
速
し
そ
う
だ
。

建
売
住
宅
は
省
エ
ネ

が
義
務
付
け
に
？

家
庭
部
門
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
は
、
京
都
議
定

書
が
つ
く
ら
れ
た
90
年
か

ら
30
％
も
増

加
し
た
。
京

都
議
定
書
目

標
達
成
計
画

は
、
次
世
代

省
エ
ネ
基
準

適
合
住
宅
の

増
加
を
前
提

と
し
て
い
る
。

08
年
の
適
合
率
目
標
は
50

％
、
07
年
推
計
値
44
％
か

ら
す
る
と
目
標
は
達
成
で

き
る
見
込
み
だ
。
し
か
し
、

全
体
で
は
２
千
万
〜
３
千

４
百
万
㌧
の
削
減
が
必
要

な
こ
と
か
ら
、
建
築
物
の

省
エ
ネ
で
２
百
万
㌧
の
追

加
削
減
が
新
た
に
見
込
ま

れ
て
い
る
。
対
策
と
し
て
、

省
エ
ネ
法
を
改
正
し
、
現

行
床
面
積
２
千
㎡
以
上
の

建
物
の
省
エ
ネ
措
置
届
出

義
務
が
、
２
千
㎡
未
満
の

住
宅
や
建
物
に
も
適
応
さ

れ
る
。
戸
建
て
住
宅
の
分

譲
業
者
に
対
し
て
は
、
省

エ
ネ
性
能
を
確
保
し
た
住

宅
の
販
売
を
義
務
付
け
る

方
向
で
の
制
度
化
が
検
討

さ
れ
、
注
文
住
宅
に
つ
い

て
は
、
設
計
者
に
施
主
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

省
エ
ネ
促
進
に
向
け

優
遇
施
策

省
エ
ネ
施
策
で
は
、
窓

の
改
修
や
壁
の
断
熱
強
化

な
ど
の
省
エ
ネ
改
修
に
つ

い
て
、
ロ
ー
ン
残
高
の
一

定
割
合
を
控
除
す
る
「
省

エ
ネ
改
修
促
進
税
制
」
が

与
党
税
制
大
綱
に
盛
り
こ

ま
れ
た
。
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」

で
の
金
利
優
遇
や
省
エ
ネ

設
備
の
導
入
補
助
な
ど
、

省
エ
ネ
促
進
の
た
め
の
優

遇
措
置
の
充
実
も
進
み
そ

う
だ
。
今
年
は
、
省
エ
ネ

住
宅
に
対
応
す
る
技
術
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

2008年2月 住まいのネットワーク第28号 住まいのネットワークＨＰは→http://www.sumai-network.jp （2）

これは登録された会員の皆さんに送るＦＡＸ情報紙です。心当たりのない方、ご迷惑な方は０４８－８６３－６２９３ までご連絡下さい

住まいのネットワーク 耐震セミナー参加申込書
下記に記入して所属の支部へ申し込むか、０４８－８６３－６２９３までFAXしてください。

■氏名 ■所属支部 ■職種
■住所 ■TEL ■FAX
参加を希望する方にチェックをしてください。
□２／１７ 建築士向け耐震セミナー □３／９・１０ 木造住宅の耐震診断と補強方法

一般診断法による木造住宅の耐震診
断と補強方法に加え、①地盤調査と
地盤改良、②不等沈下への対応、③
免震・制震工法、④鉄骨・RCの耐震
補強などについても学ぶ、実践的・
多面的な学習を行います。

【日時】３／９（日）、１０（月）
２日間 10:00～17:00

【会場】埼玉土建技術研修センター
【講師】
佐久間順三氏（建防協全国講師）
【参加費】無料
【申し込み】所属の支部か下記の申
込書に記入してFAXしてください。

経
産
省
は
４
月
１
日
か
ら
、
窓
の
断
熱

性
能
を
４
等
級
に
分
け
て
ラ
ベ
ル
表
示
す

る
よ
う
建
材
メ
ー
カ
ー
に
要
請
し
た
。
対

象
は
、
窓
と
ガ
ラ
ス
、
サ
ッ
シ
で
、
熱
貫

流
率
な
ど
の
断
熱
性
能
を
☆
１
つ
か
ら
４

つ
の
ラ
ベ
ル
で
表
示
す
る
。

メ
ー
カ
ー
や
輸
入
業
者
が
表
示
す
る
も

の
で
、
工
務
店
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
表

示
義
務
は
な
い
。
直
感
的
わ
か
る
表
示
で

消
費
者
に
意
識
を
喚
起
し
、
省
エ
ネ
に
つ

な
げ
る
の
が
狙
い
だ
。


